
平成３０年 第２回

宮崎市教育委員会（定例会）

会 議 録



- 1 -

平成３０年 第２回宮崎市教育委員会定例会会議録

１ 日 時 平成３０年２月２１日（水）１３：４０～１５：４０

２ 場 所 教育委員会室

３ 出席者 【教育長・教育委員】

二見教育長、松野代表教育委員、江草委員、畠山委員、柳田委員

【事務局】

小泉教育局長

（企画総務課) 本村課長、山本補佐、鍋島主幹、久保係長、

佐藤主査、田中主査、黒田主任主事、三角主事

（学校施設課）佐土課長、大住補佐

（学校教育課）松竹課長、田口補佐、黒木補佐

（教育情報研修センター）荒武所長、平山次長

（生涯学習課）染矢課長、矢野補佐

（保健給食課）横山課長、和田補佐

（文化財課） 羽木本課長、小窪補佐

４ 議 案

５ 報 告

番 号 件 名 説 明 者

議案第１号
平成３０年度一般会計予算案（教育委員会関係分）の

原案について

教育局長

各課長

議案第２号
平成２９年度一般会計補正予算案（教育委員会関係

分）の原案について

教育局長

各課長

議案第３号
第二次宮崎市教育ビジョン（宮崎市教育振興基本計

画）について
企画総務課長

番 号 件 名 説 明 者

報告第３号

平成２９年度第７回宮崎市地方創生推進本部会議、第

７回宮崎市総合計画策定会議及び平成２９年度第８

回宮崎市地方創生推進本部会議、第８回宮崎市総合計

画策定会議の報告について

教育局長

報告第４号
平成２９年度第３回宮崎市行政改革推進本部会議の

報告について
教育局長

報告第５号
平成２９年度宮崎市特別支援教育就学相談委員会（答

申及びまとめ）の報告について
学校教育課長

報告第６号
平成２９年度第１回宮崎市文化財審議会の報告につ

いて
文化財課長

報告第７号 臨時代理の報告について 学校教育課長

報告第８号 専決処分の報告について 保健給食課長
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二見教育長 定刻になりましたので、ただ今から、第２回教育委員会定例会を

開会いたします。傍聴者はございません。会次第「２ 会議録署名

人の指名」です。本日の会議録の署名人は、私二見と、江草教育委

員を指名させていただきたいと思いますが、よろしいでしょうか。

委員 （ 異議なし ）

二見教育長 それでは、会次第「３ 行事報告等」に入ります。１ページをお

開きください。

（１）教育長報告です。２月１日（木）～２日（金）に開催され

ました「九州都市教育長協議会第２回理事会・意見交換会、九州都

市教育長協議会文教施設視察研修」について、報告いたします。２

ページをご覧ください。各県の理事が集まり、理事会を開催いたし

ました。８年ぶりの宮崎市での開催であり、中身については、平成

３０年度の役員選出という非常に大きな協議事項がありました。現

在、私が九州の会長を務めておりますが、平成３０年度からの会長

は佐賀市の教育長が選出されました。あいにくの雪で佐賀、大分か

らの出席予定者が欠席という状況でありましたが、会は成立し、新

たな会長を選出したところでありました。

次に、２月１９日（月）に開催されました「宮崎県市町村教育長

連絡協議会第３回支部長会、県教育委員会との意見交換会」につい

て、報告いたします。３ページをご覧ください。県内の教育長の支

部長会ということで開催いたしました。テーマは、概要に書いてあ

りますように平成３０年度の総会についてでございます。それから

県の教育委員会の１１の課・室等の課長から来年度の方向性や市町

村と連携して取り組む事業の説明があり、意見交換を行ったところ

であります。

次に、（２）委員報告でございます。２月５日（月）に開催され

ました「平成２９年度全国市町村教育委員会連合会第２回副会長会

議」について、出席されました松野代表教育委員から、報告をお願

いいたします。

松野代表教育委員 それでは、４ページをご覧ください。

本年度最後の副会長会議が東京で行われました。資料の１番下の

部分にありますように働き方改革に向けて文部科学省から学校現

場の現状と課題等について講話がありました。この中で１番印象に

残ったことが日本における教職員の授業以外の業務の多さが外国

と比べると非常に突出しており、群を抜いて多いという話でした。

部活動やいろんな調査・報告、そういったものが日本の教職員にと

ってかなり負担増になっているというようなことだったと思って

おります。また、会の最後に徳島県の連合会が本会を退会したいと

いう申し出があっているということが話題になりました。この件に

ついて、私どもの連合会で承認する、しないという事案ではなく、

その申し出があれば会として、それを認める以外ないということで

した。ただ、副会長会議で他の理事が知らない中、徳島県が連合会

を退会するということが通ったということになるとこれは問題で

はないかということになりました。そのため平成３０年度第１回目

の会議が４月１３日に東京でありますので、その中で徳島県から退

会理由を口頭でよいので説明していただこうとなったところです。

大会の賛否を問うわけではありませんが、そういった状況がござい

ました。以上です。

二見教育長 ありがとうございました。同じく委員報告でございます。２月
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１６日（金）に開催されました「平成２９年度市町村教育委員研究

協議会」について、出席されました柳田教育委員から報告をお願い

いたします。

柳田教育委員 資料の５ページになります。資料にございますとおり、前半は行

政説明、後半が第１分科会に出席いたしました。行政説明の中では

新教育委員会制度と新学習指導要領、働き方改革の３つのテーマに

ついて説明がありました。その働き方改革の説明にかなり時間を費

やされましたが、その中で先ほど松野代表教育委員からお話があり

ました、日本型教育の特殊性、諸外国に比べて負担の大きさがある

とはいうものの、そのような日本型の教育の中身は変えずに、働き

方改革は進めて行くという話がございました。。具体的な手立てに

ついても紹介はありましたが、現実を考えた時になかなか難しいの

ではないかという印象は受けました。分科会は、ワークショップ形

式で８名くらいのグループに分かれての会でした。その中で私にと

って貴重な経験だったことが、他所の市町村の教育委員がどのよう

なことをやっているのかということを直に聞くことができ、非常に

参考になりました。分科会の中でお聞きした話が、基本的なことで

すが、分からないことは聞くということでした。教育委員というと、

私は、何となくこの１年構えてやってきましたが、やはり素人です。

分科会では、元学校の先生だった教育委員の方もいらっしゃいまし

たが、学校の中のことは自分は分かっていても行政に関することは

素人であって、分からないことはどんどん聞かないといけない、聞

くことがある意味教育委員の仕事だということを意識してやって

いるというお話をお聞きし、非常に参考になったところです。以上

です。

二見教育長 ありがとうございました。１ページにお戻りください。次に、（３）

教育局長報告でございますがこちらは議事の中でご報告いただき

ます 次に、（４）各課行事報告等でございますが、記載のとおり

でございます。①学校教育課、④文化財課の網掛けでお示ししてい

る項目につきましては、議事の報告の中でご報告させていただきま

す。以上で行事報告等は終了ですが、お気付きになった点やこれか

らの課題、また感想がありましたら、お願いいたします。

委員 なし。

二見教育長 ないようでしたら、会次第「４ 議事」に入らせていただきます。

６ページをご覧ください。本日、議案が３件でございます。

それでは、議案第１号「平成３０年度一般会計予算案（教育委員

会関係分）の原案について」及び、議案第２号「平成２９年度一般

会計補正予算案（教育委員会関係分）の原案について」、一括して

事務局から説明をお願いします。

小泉教育局長 私から、教育委員会の平成３０年度当初予算と平成２９年度３月

補正予算の概要について、資料を使ってご説明させていただきま

す。それでは、８ページ、議案第１号別紙をご覧下さい。平成３０

年度歳出予算総括表でございます。教育委員会の平成３０年度当初

予算額は、６４億６，０５０万２千円を計上しており、前年度と比

較すると２，１７７万８千円、率にして０．３％の増となっており

ます。右側に、主な事業を課ごとに記載しておりますので、それに

沿って簡単に説明いたします。はじめに、企画総務課をご覧くださ

い。平成３０年度当初予算額は、前年度と比較して３．０％の増と

なっております。主な要因は、「小学校管理運営費」や「中学校管
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理運営費」の事業費の増によるものでございます。次に、学校施設

課ですが、前年度と比較して１４．８%の減となっております。主

な要因は、「小学校屋内運動場大規模改造事業」の事業費の減によ

るものでございます。次に、学校教育課ですが、前年度と比較して

３．８%の増となっております。主な要因は、「小学校教育振興就学

援助事業」や「中学校教育振興就学援助事業」の事業費の増による

ものでございます。次に、教育情報研修センターです。前年度と比

較し、２０．７%の減となっており大幅な減が見てとれます。主な

要因は、「小中学校コンピュータ推進事業」の事業費の減によるも

のでございます。次に、生涯学習課です。前年度と比較して０．８%

の増となっております。主な要因は、「科学技術館防災設備等更新

事業」の終了に伴い当該事業費が減になったものの「児童クラブ運

営事業」の事業費が増になったことによるものでございます。次に、

保健給食課です。前年度と比較して９．３%の増となっております。

主な要因は、「学校給食食材加工等業務委託事業」や「学校給食施

設設備維持管理事業」の事業費の増によるものでございます。最後

に文化財課です。前年度と比較して１０．９%の増となっておりま

す。主な要因は、「本野原遺跡保存整備事業」の事業費は減になっ

たものの、いろいろな発掘事業を委託しておりまして、「受託発掘

調査事業」の事業費が増になったことによるものございます。歳出

予算総括表の説明は、以上でございます。

続きまして、当初予算の歳入について概要をご説明いたします。

次のページ「平成３０年度歳入歳出予算案」の歳入をお開きくださ

い。表の一番下にあります、歳入合計をご覧ください。平成３０年

度の歳入合計は１４億９，１２９万８千円を計上しております。前

年度と比較し、１億９，００６万２千円の減となっております。主

なものをご説明いたしますと、一番下の方「90 款 市債」をご覧く

ださい。市債全体では、３億７，７８０万円を計上しております。

前年度と比較し、２億６，５００万円の減となっております。これ

は、主に小学校建設費関係の事業費の減に伴い、充当する市債額を

減額したことによるものでございます。当初予算の歳入に関する説

明は、以上でございます。次に、６ページをお開きください。当初

予算の歳出を科目（款項目）ごとにまとめた資料でございますが、

内訳、仕分けの仕方を変えたというように考えていただければと思

います。この詳しい内容については、後ほど各課から説明させてい

ただきます。

４２ページをお開きください。続きまして、平成２９年度３月補

正予算案についてご説明いたします。歳出についてご説明いたしま

す。補正額が２億９１万円の増額、累計予算額は、６７億６，７２

２万２千円となっております。主なものをご説明いたしますと、ま

ず、上から１段目の「20 款 民生費」をご覧ください。「15 項 児童

福祉費」の「10 目 児童福祉総務費」の補正額が１，０８０万円の

増額となっておりますが、これは実績見込みに伴う「児童クラブ運

営事業」の増などによるものでございます。次に、上から２段目の

「55 款 教育費」をご覧ください。１億９，０１１万円の増額とな

っております。まず、「10 項 教育総務費」をご覧ください。補正額

は、３９７万８千円の増額でございます。このうち「10 目 教育委

員会費」が４８６万４千円の増額となっておりますが、これは「教

育振興基金積立事業」の増などによるものでございます。次に、「15
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項 小学校費」をご覧ください。補正額は、２億４，１１５万１千

円の増額でございます。このうち「20 目 学校建設費」が１億６，

７７９万５千円の増額となっておりますが、これは国の平成２９年

度一般会計補正予算（第１号）によります「瓜生野小学校屋内運動

場大規模改造事業」の増などによるものでございます。次に、「20

項 中学校費」をご覧ください。補正額は、２，８２１万２千円の

増額でございます。「10 目 学校管理費」が３，２６３万１千円の増

額となっておりますが、これは、「中学校管理運営費」や「中学校

施設改善事業」の増などによるものでございます。次に、「30 項 社

会教育費」をご覧ください。６，９９０万８千円の減額でございま

す。このうち「35 目 文化財費」が５，４５４万３千円の減額とな

っておりますが、これは「生目古墳群史跡公園整備事業」や「受託

発掘調査事業」、また「補助対象発掘調査事業」の減などによるも

のでございます。次に、「35 項 保健体育費」をご覧ください。補正

額は、１，３３２万３千円の減額でございます。このうち「20 目 学

校給食費」が７０２万円の減額となっておりますが、これは「学校

給食管理運営費」の減などによるものでございます。歳出補正予算

の説明は以上でございます。

歳入補正予算についてご説明いたします。４１ページに戻りまし

て、表の一番下の歳入合計をご覧ください。補正前の予算額 １７

億３，１３３万１千円に対しまして、補正額が８８９万８千円、累

計予算額は１７億４，０２２万９千円となっております。主なもの

をご説明いたしますと、「55 款 国庫支出金」をご覧ください。「15

項 国庫補助金」の「35 目 教育費国庫補助金」が２，１２０万５千

円の増額となっておりますが、これは右側、補正額の内訳の中ほど

にあります「公立学校施設整備費負担金」が増額となっていること

等によるものでございます。その他につきましては、決算見込み等

に伴う補正でございます。ただ今説明いたしました平成３０年度当

初予算案と平成２９年度３月補正予算案につきましては、今月２６

日に開会予定の３月議会に提案することといたしております。この

後は、個別の事業等の状況について各課長から説明させていただき

ます。

本村企画総務課長 企画総務課でございます。資料は１２ページをお開きください。

平成３０年度当初予算案の概要について、主なものをご説明いたし

ます。平成２９年度の３月補正はございません。まず、１２ページ

の上から２番目でございます。「たちあがろう 未来を担う中学生

交流事業」３００万円でございます。この事業は、東日本大震災の

被災地を継続して応援するとともに、未来を担う人材の育成や防災

意識の醸成を図るために実施をしているものでございます。具体的

な事業内容としましては、中学生の交流事業と防災教育セミナー開

催の２本立てで実施しようと考えております。交流事業につきまし

ては、平成３０年度は宮崎市から宮城県山元町へ交流団１５名程度

を派遣し、中学生同士の交流を図ります。また、防災教育セミナー

につきましては、本市における防災意識の醸成を図るため、被災地

域から講師をお招きして、防災教育に関するセミナーを開催する予

定でございます。次に、その下の「小･中学校管理運営費」７億７，

８００万円でございます。これは、小中学校７３校の学校運営に必

要な消耗品費、備品購入費、事務機器のリース料、光熱水費のほか、

学校環境の維持に係る廃棄物処理等の委託料、手数料などの経費で
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ございます。それから、一番下の「小･中学校教育教材用具等購入

事業」１億１，５９０万円でございます。これは、学習指導要領に

基づいた教育課程を実施するために必要な教材等を整備し、学習環

境の充実を図るための経費でございます。また、児童・生徒の教育

環境の充実を図るため、老朽化した机・椅子の更新などを計画的に

行いたいと考えております。企画総務課の説明は、以上でございま

す。

佐土学校施設課長 引続き、学校施設課の当初予算案の概要について説明をいたしま

す。資料は１４ページから１６ページになります。当初予算案の特

徴といたしましては、「学校施設における長寿命化計画策定事業」、

各学校の「空気調和設備更新事業」の拡大など、長寿命化対策及び

教育環境の改善に関する事業の充実を図ったところでございます。

それでは、当初予算案の概要について、主なものをご説明いたしま

す。１４ページをお開きください。まず、「学校施設における長寿

命化計画策定事業」として２，２６５万円でございます。学校施設

における長寿命化計画はこれまでは改築中心の考え方でありまし

たが、それを長寿命化への転換を図って中長期的に維持管理等に係

るコストの縮減を図る事業でございます。平成２５年１１月に国が

インフラ長寿命化基本計画を策定し、その行動計画として、宮崎市

公共施設等総合管理計画を平成２９年２月に策定しております。今

回の事業はその行動計画に基づく個別施設の計画策定を行うもの

でございます。次に、上から３番目、「小・中学校トイレ改修事業」

として１億４，１６２万６千円でございます。これは老朽化した校

舎内のトイレにおいて、内装改修、配管や衛生器具の取替等の抜本

的な改修を行うことにより衛生環境の改善を図る事業でございま

す。次に下から２番目｢小・中学校空気調和設備更新事業」として

６，８２０万円を計上しております。老朽化した空調設備の更新を

行います。続きまして１５ページです。上から２番目「小・中学校

屋内運動場非構造部材耐震化事業」として２，７３０万円でござい

ます。屋内運動場の照明器具等の落下防止対策工事を行い、安全な

教育環境の推進を図って参りたいと考えております。次にその下、

新規事業といたしまして「小学校屋内運動場アリーナ床等改修事

業」４３０万円でございます。屋内運動場の床材等を改修し、児童

や施設利用者の安全性を確保いたします。次に、１６ページをご覧

下さい。同じく新規事業といたしまして、「中学校急傾斜地崩壊対

策事業」２，０００万円でございます。土砂災害特別警戒区域に指

定が予定されている高岡中学校南側法面の一部を補強し、地域住民

等の安全性を確保いたします。

平成３０年度当初予算の概要についての説明は以上でございます。

続きまして、平成２９年度３月補正予算案の説明いたします。資

料の４４ページをご覧ください。１番上の段でございます。国の平

成２９年度公立学校施設整備費国庫負担金の第４次認定に伴う、

「住吉小学校校舎増築事業」９，２３８万８千円でございます。児

童数の増加が見込まれる住吉小学校において、児童の教育環境に支

障をきたさないよう、他の同規模校と同等の、少人数教室２クラス

を整備します。次にその下でございます。「瓜生野小学校屋内運動

場大規模改造事業（Ｈ２９国補正）」１億円でございます。これは、

国の平成２９年度補正予算を活用した補助金交付対象事業の募集

に伴い、平成３０年度当初予算として計画しておりました事業の一
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部を前倒しで行うこととしたものでございます。老朽化した屋内運

動場の床、壁、天井並びに外壁や屋根の改修など、抜本的な整備を

行い、機能維持や施設の長寿命化を図ることで、児童にとって安

心・安全な教育環境を提供するものでございます。学校施設課の説

明は、以上でございます。

松竹学校教育課長 学校教育課でございます。資料は、１７ページにお戻り下さい。

１７ページから２２ページまで、計３１事業を当初予算で計上して

おります。本課の当初予算は、昨年度同様、学校への人的派遣に関

する予算、就学のための保護者への経済的支援を行う扶助費が大き

なウエイトを占めております。なお、当初予算案の特徴としまして

は、大きく次の３点でございます。１点目は、昨年度発生しました

中学生の自殺事案を踏まえ、早い段階で子どもたちのＳＯＳに気付

くことにつながるような事業を拡大したこと。２点目は、小学校に

おいて新たな教科となる道徳に関する教科書等の購入のための予

算を確保したこと。３点目は、就学援助事業において、新入学用品

費を入学前に支給できるようにしたことの３点であります。それで

は、主な事業につきまして説明いたします。１８ページをご覧くだ

さい。まず、上から３段目、「小学校教師用教科書指導書改訂事業」

２,２１７万８千円でございます。この事業は、教師用の教科書と

指導書を購入、配付し、指導の充実を図るものでございます。平成

３０年度から新たに加わる、「道徳科」の教科書と指導書、また、

学級数増による不足等で必要な他の教科分の教科書・指導書を配付

いたします。続きまして２０ページ、上から２段目、「小中学校ス

クールカウンセリング等事業」８９８万７千円でございます。この

事業は、児童生徒や保護者、学校関係者等に対して、不登校やいじ

め等に関するカウンセリングを行うもので、次年度は、生徒にきめ

細かに対応する体制をさらに強化するために、スクールアシスタン

トを、これまでの中学校１０校から中学校２０校に増やして配置す

る予定でございます。次に、その下、「教育振興就学援助事業」５

億３,３００万円でございます。この事業は、経済的理由によって

就学困難な児童・生徒に対し、義務教育の円滑な実施を図るため、

学用品費や給食費等を援助するものでございます。その中で、先ほ

ども申し上げましたが、少しでも保護者の負担軽減を図るために、

新入学用品費については、支給時期を見直し、平成３０年４月に新

中学１年生となる生徒、平成３１年４月に新小学１年生となる児童

に対し、入学前に支給をする計画でございます。最後に２２ページ

をご覧下さい。下から２段目、「あたたかな人間関係づくりサポー

ト事業」３１８万円、新規事業で、第５次総合計画の戦略プロジェ

クトに位置付けられている事業でございます。学力向上や生徒指導

など、子ども達の学校生活の基盤である学級の状況に着目し、学級

集団の状態や一人一人の満足感についてアンケートを実施するも

のです。具体的には、小学校５年生と中学校１年生を対象に、「よ

りよい学校生活と友達づくりのためのアンケート（hyper-QU）」を

実施し、あたたかな人間関係づくりや居心地の良い学級づくりを支

援するとともに、不登校になる可能性が高い児童生徒の早期発見や

いじめの発生・深刻化の防止に生かすことをねらいとしておりま

す。学校教育課からは、以上でございます。

荒武教育情報研修セ

ンター所長

教育情報研修センターの、平成３０年度当初予算案の主なものを

ご説明いたします。２３ページをご覧下さい。まず、「教職員研修
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運営事業」２４０万円です。教職員の資質向上等を図るための研修、

また、教職員の自己啓発に取り組むようにするための研究論文の募

集、審査等にかかる経費でございます。平成３０年度は３年に１度

開催します教育講演会を予定しておりますので、予算が昨年度より

増加しております。次に、「情報教育推進事業」５，４３０万円で

す。学校における情報化の充実を図るため、小中学校への情報教育

アドバイザーの派遣や教育ネットワーク管理にかかる経費でござ

います。「小中学校コンピューター推進事業」８，２１０万円です。

各小中学校に配付しております教育用パソコンやプロジェクター

のリース料、ネットワーク回線使用料等にかかる経費でございま

す。昨年度と比較して大幅に減となっておりますのは、情報教育の

機器の再リース等により、経費を抑えたこと等によるものでござい

ます。新規事業となります「小中学校外国語教育推進事業」９，９

０４万６千円でございます。平成３２年度の小学校、平成３３年度

の中学校の新学習指導要領完全実施に伴い、小学校５、６年生に外

国語教科が新設されることを受け、外国語指導助手、いわゆるＡＬ

Ｔを中学校とその校区内の小学校５，６年生の授業に派遣するとと

もに、小学校１年生から４年生においては、外国語活動をアシスタ

ント、いわゆるＦＬＡＡを派遣するものです。ＡＬＴの人数につき

ましては、現在の１０人から１５人体制とすることで更なる英語教

育の充実を図ります。ＡＬＴの派遣時期は８月になりますので、８

月から人数が増えることになります。加えて、地域に根ざした外国

語教材の開発や宮崎の宝を活用したイベントの実施等、豊かな国際

感覚をもった児童生徒の育成を図っていくためにかかる費用でご

ざいます。説明は以上でございます。

染矢生涯学習課長 生涯学習課です。資料は２４ページからになります。はじめに、

１番上の段の、「児童クラブの運営事業」５億８,２０４万円６千円

でございます。平成２９年度と比較すると、６,７６８万６千円の

増額となっております。４５小学校区に児童クラブを開設しており

ますが、平成２９年度当初予定しておりました、西池、生目、赤江、

広瀬、そして年度途中に追加した檍北の５カ所６教室を整備したこ

とによる運営費の増と児童クラブ支援員の処遇改善に係る人件費

の増が主な理由でございます。次に、２段目の「児童クラブ施設整

備事業」２,９７７万２千円でございます。昨年度に引き続き、待

機児童数削減のため、掲載のとおり大淀、宮崎南、住吉、池内の４

つの小学校の少人数教室等を活用し１４１名分の定員枠を確保す

ることにしております。その下の新規事業「児童クラブ利用者管理

システム改修事業」８９９万２千円です。児童クラブは、月曜日か

ら土曜日までの開設ですが、１週間の中で、個人それぞれの利用状

況を見ると、曜日によっては、利用していない日もあり、全ての児

童クラブで、各曜日１５０名程度利用されていない状況がありま

す。そのため、待機児童が週１回でも利用できるように、曜日利用

のためのシステム改修等により、待機児童数削減を図るものでござ

います。次に、２６ページをお開きください。一番下の新規事業「青

少年育成センター体育館特定天井改修等事業」１７０万円でござい

ます。青少年育成センター体育館は、昭和４５年８月に建築した建

物ですが、平成２３年に発生した東日本大震災において、建築物の

天井脱落が多く発生したことから、被害を防止するため、平成２６

年４月に建築基準法施行令の一部改正が施行されました。平成２８
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年６月に国が技術的助言として、天井改修を推奨しており、一昨年

４月に熊本地震も発生したことから、改修に着手するものでござい

ます。スケジュールにつきましては、来年度、設計を行い、平成３

１年度に改修工事を実施する予定でございます。

続きまして、平成２９年度３月補正予算案の説明いたします。４

４ページをお開きください。３段目の「児童クラブ運営事業」１,

０８０万円の増額でございます。「児童クラブ運営事業」につきま

しては、当初予算で、児童クラブの定員に合わせた運営費を見込ん

でおりましたが、各クラブの利用者の実績に応じた委託料の実績見

込による減額がありましたが、児童クラブ支援員の処遇改善に伴う

人件費の増があったことによるものでございます。処遇改善の内容

につきましては、国が昨年夏に、児童クラブに従事する支援員の勤

続年数や研修実績等に応じた処遇改善に要する費用の補助を提示

し、要件として、県が実施しております研修の受講終了者で、勤続

年数に応じた人件費の加算を行うという内容でございます。加算額

は記載しておりますように、経験年数５年未満が年額１２万４千

円、５年以上１０年未満が年額２４万８千円、１０年以上が年額３

７万２千円が加算されるもので、平成２９年４月に遡及して実施し

ます。次に、その下の債務負担行為の補正です。児童クラブ運営業

務委託１，９９０万８千円は、先ほど説明しました、児童クラブの

教室の増加と放課後児童支援員の処遇改善に係る人件費の増によ

り、債務負担の限度額を増額するものでございます。説明は、以上

でございます。

横山保健給食課長 保健給食課です。３１ページにお戻りください。平成３０年度当

初予算案の概要について、主なものをご説明いたします。３１ペー

ジ、まず、１番目の、「学校保健安全事業」の１億３，４００万円

でございますが、この事業は、学校保健安全法に基づき、児童生徒

の各種健康診断や学校環境衛生検査に要する経費でございます。な

お、学校保健安全法に基づく健康診断事業として、１つ下の就学時

健康診断、さらに２つ下の教職員健康診断をそれぞれ実施すること

としております。次に３２ページをお開きください。１番上の「思

春期健康教育推進事業」１５５万４千円は新規事業でございます。

この事業は、平成２９年度まで「思春期健康教育講師派遣事業」と

して、県助産師会に委託し実施しておりましたが、今回、庁内で事

業の整理を行い、、助産師に加え、医師等についても小中学校から

の希望によって派遣できるよう事業を再構築しました。思春期であ

る児童生徒に対し、命の大切さや性に関する正しい知識の啓発、生

活習慣等についての教育をさらに進めていきたいと考えておりま

す。同じく３２ページ、下から２番目です。「単独調理場空調設備

整備事業」２，６４２万２千円でございます。この事業は、調理場

の衛生管理や作業環境を改善し、より安全安心な学校給食を提供す

るための空調設備整備に要する経費でございます。平成３０年度は

西池小学校・江平小学校・赤江小学校・大淀小学校の４校を整備す

る予定としております。３３ページ、上から２番目の「学校給食食

材加工等業務委託事業」５億２４万円でございます。平成３０年度

は新たに宮崎西小学校、清武学校給食センターを民間委託すること

としております。その結果、単独調理場４５校のうち、小学校２５

校、中学校１０校の合わせて３５校、また、共同調理場５箇所のう

ち、２箇所が民間委託となります。３４ページをお開きください。
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下から２番目、新規事業になります。「学校給食センター配送校配

膳室空調設備整備事業」８００万円は新規事業でございます。この

事業は、夏場の食中毒予防のため、学校給食センター配送校の配膳

室の空調設備整備に要する経費でございます。保健給食課の平成３

０年度当初予算の概要についての説明は以上でございます。

羽木本文化財課長 文化財課でございます。３５ページをご覧ください。１番上の「文

化財保護調査管理費」、１，６３０万円でございます。本事業は、

市内に所在する国指定２３件、県指定３６件、市指定９２件の文化

財について、その適切な保護管理・活用を図るため、草刈等の維持

管理を地元保存会等に委託するものです。また、文化財審議会を開

催するなど、文化財の新規指定を目指した調査を進めるものでござ

います。下から２段目、「生目古墳群世界文化遺産登録推進事業」

４８８万２千円でございます。国指定史跡であります「生目古墳群」

につきまして、世界文化遺産登録を目標に、県や関係自治体と連携

した勉強会や視察を行います。また、生目古墳群をテーマとしたイ

ベントの開催や、出土した遺物の写真や調査結果をまとめた図録を

新たに作成いたします。また今年度作成しました、生目古墳群と世

界遺産を紹介する小学校６年生向けのハンドブックを平成３０年

度作成し配付し、更なる生目古墳群の周知を図ります。その下の、

「生目の杜遊古館管理運営事業」、３，８７９万円でございます。

生目の杜遊古館は埋蔵文化財センターと体験学習館で構成されて

おります。埋蔵文化財センターでは、生目古墳群などの考古資料の

展示、体験学習館では、宿泊研修や勾玉づくり等の体験学習を行っ

ております。３７ページをご覧下さい。上から２段目、「宮崎城跡

保存整備事業」９０４万円でございます。戦国時代の宮崎平野を代

表する山城である未指定文化財「宮崎城跡」を、国指定史跡の指定

を目指す事業でございます。平成３０年度については、引き続き発

掘調査を行うほか、文化財指定に向けた測量や図面作成等を行いま

す。その下、｢歴史資料館指定管理料｣につきましては、みやざき歴

史文化館・佐土原歴史資料館・天ケ城歴史民俗資料館の歴史資料館

３館を宮崎文化振興協会に指定管理するものです。その下、「安井

息軒記念館指定管理料」は、安井息軒記念館を安井息軒顕彰会に指

定管理するものです。その下、「安井息軒旧宅保存修理事業」、１，

３７２万円でございます。国指定史跡「安井息軒旧宅」につきまし

ては、平成２８年度の台風１６号により屋根の一部が吹き飛ぶなど

の毀損が生じているため、平成３０、３１年度の２年間で、茅葺屋

根の葺き替えや毀損箇所の保存修理工事を行います。文化財課関連

の説明は、以上でございます。

小泉教育局長 議案第１号当日配布資料をご覧下さい。今回、宮崎市の全体的な

一般会計の当初予算が１５７６億４千万円であり、市の予算として

は昨年度と比較すると０．４％マイナスになっております。教育委

員会の平成３０年度の当初予算の内訳としては０．３％のプラスで

す。資料に記載のありますように、平成２９年度３月補正に前倒し

した事業がございます。金額としては、１億９，２３８万８千円、

内容は、住吉小と瓜生野小、それぞれの校舎と体育館の工事です。

これらの事業の予算は、本来平成３０年度当初予算に計上するもの

でしたが、国の補正・補助を受けるため、前倒したということです。

本来、平成３０年度当初予算に計上するはずであったこの部分を入

れますと、平成２９年度当初予算と比較し、３．３％の伸び率とな
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っております。また、平成２９年度の当初予算は、平成３０年度と

異なり、骨格予算ではありませんでした。それと比較しても平成３

０年度当初予算が、３．３％伸びています。今回、お示ししている

６４億６千万円の予算と６月には補正予算がございますので、実際

の昨年度からの伸び率は、約４％であると思われます。そのため、

教育委員会の予算としては昨年度と比較すると減額はございませ

ん。ただ、教育費という款で見ると、教育委員会だけではなく地域

振興部など様々な部が所管していますので、それらを足し合わせた

場合、今年の当初予算案で２．４％のマイナスとなっております。

二見教育長 ただいま説明のありました議案第１号及び議案第２号について、

ご質問はございませんか。

松野代表教育委員 ２０ページの下から２段目「教育振興就学援助事業」でこれが予

算的には昨年度より増えていますが、これは経済的理由によって援

助しなければいけない児童生徒数はやはり増えている状況にある

のでしょうか。

松竹学校教育課長 お訊ねのとおり、年々少しずつですが援助を必要とされる、申請

をされる件数は増えております。ただ、予算が増額になっているも

うひとつの大きな理由は、新入学用品費を前倒しでの事前支給でご

ざいます。本年度に限り、年に２回、次年度の中学校１年生の分ま

で、今年の小学校６年生の時点で支給しますので、そこが重なって

いることによる予算の増額分も計上されております。以上です。

二見教育長 事業費に「清武」というのが出てきます。合併して相当経ちます

よが、いつまでこのように清武分は取り出し、書かないといけない

のでしょうか。

小泉局長 合併して１０年程度はこの流れが続きます。合併をした際にいろ

いろな協議がありましたので、大幅な減と見てとれますが、比較等

をするために「清武」分と仕分けています。

柳田教育委員 予算を見ていて、給食というものは、お金がかかるものだなどい

ろいろ思ったところです。基本的なところで教えていただきたいの

ですが、給食費は、保護者から集めると思いますが、この給食費と

いうのは歳入の中ではどこに入っているのでしょうか。ここにある

項目から見つけることができませんでした。

横山保健給食課長 各学校が口座引き落としや徴収で集めております食材費は、直接

保護者が納めていらっしゃいますので、いわゆる私会計という位置

づけになっております。そのため、こちらの歳出歳入予算には計上

していない経費となっております。

柳田教育委員 学校で集めたお金は、そこからどこに支払われるのですか。

横山保健給食課長 単独調理場、学校で調理をしている学校につきましてはその学校

の中で給食の食材費に充てられることになります。直接調理はしな

いで給食センターから配送をされる学校につきましては、給食セン

ターが学校給食会という任意組織を作っておりますので、そちらに

お金を各学校が振り込むという形で運営をしております。全て食材

分のご負担ということで、保護者から徴収し、運営をしているとい

う形態になります。保護者から徴収していますのは、あくまでも食

材費のみであり、施設の修繕とかその他の経費は全て市が負担して

おります。人件費を含めると１０億円になり、食材費は１５億でご

ざいます。

小泉局長 そのため、公費で給食を提供しようと思えば、税金から１５億が

学校給食費に加算されるということです。この年間１５億円は、現
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在、保護者の方に負担していただいています。それにプラスし、市

は、今言ったような施設の修繕やその他の経費は全て負担しており

ますので、現在の倍の金額である５００円くらいの給食になってし

まうということです。

二見教育長 給食費の公会計化や無償化など様々な話がありますが、食材費

は、市が負担することになると毎年１５億円ずつ必要です。公会計

にすると、保護者が直接市に振り込むことになりますので、未納が

多くなると言われています。実際、導入したところも未納が非常に

多くなるといった状況です。集める努力を学校、保護者の皆さんが

行ってくださっているから非常に高い収納率となっています。

横山保健給食課長 ここ数年宮崎市の給食費の収納率は９９％以上で推移していま

す。補足でございますが、給食は１食あたり小学校が２３４円、中

学校が２８０円です。

二見教育長 他にございませんでしょうか。

畠山教育委員 教育情報研修センターのタブレット導入事業は、小中学校に配付

されているタブレットについてではないということでしょうか。

荒武教育情報研修セ

ンター所長

このタブレット導入事業につきましては、現在タブレット機器を

どうやって活用したらいいかということを研究するために、２５台

のタブレットを導入し、使い方を研究しているという状況です。小

中学校に現在置いてあるパソコンなどについてですが、コンピュー

ター室にはデスクトップ型のものが各学校約４０台ございます。そ

れから教職員数のノート型パソコンも配付しております。ただ、今

申し上げたコンピューター室のパソコン、教職員用のパソコンにつ

いては、小中学校コンピューター推進事業で管理運営を行っている

ところです。

畠山教育委員 児童生徒が使うタブレットに関してはまだ検証中ということで

すね。読み書きが苦手な子どもたちがタブレットを使うと非常に効

果的だという情報が出ていたので、併せて、ぜひ検証していただけ

るとありがたいと思ったところでした。

二見教育長 タブレットはリースでしたか。

荒武教育情報研修セ

ンター所長

はい、リースです。参考までに申し上げますと、タブレットにつ

いては通常学級で使うようなタブレットを２０台、そして今言われ

た特別支援学級用を５台準備して、どういった形で活用したらいい

かについて検証していく予定です。

二見教育長 次に議案第３号「第二次宮崎市教育ビジョン（宮崎市教育振興基

本計画）について」でございます。事務局から説明をお願いします。

本村企画総務課長 議案第３号「第二次宮崎市教育ビジョン（宮崎市教育振興基本計

画）について」でございます。資料の４５ページでございます。

現計画の計画期間が終了することに伴いまして教育基本法に基

づき、新たな計画を策定するものでございます。原案の策定にあた

りましては、１月の定例教育委員会でパブリックコメントの結果も

報告させていただいております。そして、ご意見の一覧も送付をさ

せていただきました。今回お手元に関係資料といたしまして議案第

３号別紙１、２、３をお配りしております。事前に目を通していた

だいたところでございます。まず、議案第３号別紙１ですが、分類

の欄を見ていただきますと、ここに教育委員と表記がしてある部分

につきましては、教育委員さんから事前にいただいたご意見、こう

いうものを踏まえて、今回策定を行ったというところでございま

す。そして今後のスケジュールでございますけれども、別紙２が原
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案でございます。この原案を別紙３－１（３）本日の最終審議を経

て、（４）市長決裁後、平成３０年４月１日からの施行に向けた作

業を進めていきたいと考えております。２にありますとおり、パブ

リックコメントの意見に対する回答の公表につきましては、事務局

で回答案を作成後、３月末に市のホームページ等で公表する予定で

ございます。そして教育ビジョンの公表については３にございます

とおり３月末を目処に市のホームページに公表するとともに、冊子

や概要版の配付を行いたいと考えております。議会にも提供する予

定でございます。本日、最終案といたしましてご審議いただきまし

て、そのご意見を踏まえたものを完成版としていきたいと考えてお

ります。ご審議どうぞよろしくお願いいたします。

二見教育長 いよいよ最終段階ということで原案のお示しをしました。ただい

ま説明のありました、議案第３号について、ご質問はございません

か。

委員 なし。

二見教育長 それぞれ、３つ議案をお示しさせていただきましたので、１号ず

つ確認していきたいと思います。まず、議案第１号「平成３０年度

一般会計予算案（教育委員会関係分）の原案について」、ご承認い

ただけますでしょうか。

委員 （ 異議なし ）

二見教育長 ご承認ありがとうございます。

次に、議案第２号「平成２９年度一般会計補正予算案（教育委員

会関係分）の原案について」、ご承認いただけますでしょうか。

委員 （ 異議なし ）

二見教育長 議案第３号「第二次宮崎市教育ビジョン（宮崎市教育振興基本計

画）について」、ご承認いただけますでしょうか。

委員 （ 異議なし ）

二見教育長 ご承認ありがとうございます。以上で、議案は承認されました。

次に、報告でございますが、報告に入る前に休憩を１０分ほど取り

たいと思います。１０分後、お集まりください。

それでは、皆さんお揃いになりましたので、再開させていただき

ます。４６ページをお開きください。本日、報告が６件でございま

す。まず、報告第３号「平成２９年度第７回宮崎市地方創生推進本

部会議、第７回宮崎市総合計画策定会議及び平成２９年度第８回宮

崎市地方創生推進本部会議、第８回宮崎市総合計画策定会議の報告

について」、事務局から説明をお願いします。

小泉教育局長 内容については４８ページをご覧下さい。会議は、１月２５日と

２月７日に行われました。市長公約で「とことん住みやすく力強く

発展する「まち」」ということで教育委員会関係では、全２５校に

すべての中学校に外国語指導助手を配置します、とございました。

そのため、今回、第五次宮崎市総合計画の前期基本計画の中にその

ことについて文言を追加したところでございます。

二見教育長 ただいま説明のありました、報告第３号について、ご質問はござ

いませんか。

委員 なし。

二見教育長 他に質問がないようでしたら、次に、報告第４号「平成２９年度

第３回宮崎市行政改革推進本部会議の報告について」、事務局から

説明をお願いします。
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小泉教育局長 第３回宮崎市行政改革推進本部会議が２月５日に開催されまし

て、教育長にも出席をしていただきました。第８次宮崎市行財政改

革大綱（素案）の説明がありました。これまでの行財政改革の取組、

将来推計人口、公共施設等の維持管理の見通し、今後の財政見通し、

庁舎機能の充実ということでお話しがありました。また、第７次行

財政改革大綱（改訂版）が今年度で終了しますが、効果として５４

億１，２８０万円が、実績として報告されました。また来年度から

は新たな行革大綱が始まりますが、教育委員会関係では、給食や児

童クラブなどそういうものを個別の項目としてあげさせていただ

いております。

二見教育長 ただいま説明のありました、報告第４号について、ご質問はござ

いませんか。

委員 なし。

二見教育長 他に質問がないようでしたら、次に、報告第５号「平成２９年度

宮崎市特別支援教育就学相談委員会（答申及びまとめ）の報告につ

いて」、事務局から説明をお願いします。

学校教育課長 報告第５号につきましては、５２ページの別紙１にてご報告いた

します。２月１３日に宮崎市特別支援教育就学相談委員会委員のご

出席をいただき、平成３０年度小学校就学予定児童のうち就学相談

希望者の就学に関して諸調査と保護者に対する教育相談を元に審

議を行った結果の答申とまとめが行われました。概要の欄にありま

すように、就学相談を実施した２１５名中、特別支援学校への就学

が適当であるという判断が３１名、特別支援学級への就学が適当で

あるという判断が７９名、通常の学級への就学が適当であるという

判断が９６名、附属小学校への就学や、市外への転出が９名でござ

いました。報告は以上でございます。

二見教育長 ただいま説明のありました報告第５号について、ご質問はござい

ませんか。もちろん保護者の意向とは答申の方向と違うケースも当

然あるわけですが、これから教育相談が始まるということでありま

す。

次に、報告第６号「平成２９年度第１回宮崎市文化財審議会の報

告について」、事務局から説明をお願いします。

羽木本文化財課長 報告第６号「平成２９年度第１回宮崎市文化財審議会の報告につ

いて」説明をいたします。資料は、５４ページからになります。

５５ページをご覧下さい。２月１９日（月）生目の杜遊古館で平成

２９年度第１回宮崎市文化財審議会を開催いたしました。協議事項

は３件ありまして、その３件の概要につきましては、机上に配付し

ております報告第６号をご覧ください。３つの協議事項ですが、１

つ目の市指定文化財候補物件の大光寺文書については、佐土原町大

光寺に残る古文書について平成９年度に行った基礎調査の説明を

行い、市指定文化財に向けて協議を行いました。また、戦争遺跡の

保存については文化財として取扱うことは出来ないだろうか。３つ

目の破魔矢（はやま）祭について、皇宮神社に伝わる破魔矢（はや

ま）祭神事が非公開のため、現地調査に変わる調査方法があるかど

うかについて協議をいただきました。報告事項につきましては、国

重要文化財候補物件であります生目神社の神面と、先ほどの佐土原

町にあります大光寺の仏像が国の重要文化財になる予定であるこ

とを報告し、平成２９年度の文化財課事業についてご説明いたしま

した。説明は以上です。
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二見教育長 ただいま説明のありました、報告第６号について、ご質問はござ

いませんか。

委員 なし。

二見教育長 他にないようでしたら、次に、報告第７号「臨時代理の報告につ

いて」、報告第８号「専決処分の報告について」でございます。こ

れにつきましては、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１

４条第７項により、非公開としたいと思いますが、いかがでしょう

か。

委員 （ 異議なし ）

二見教育長 それでは、ここで非公開を解除いたします。

次に、会次第「５ その他」に移らせていただきます。 委員

の皆さまから、情報提供等がありましたら、お願いいたします。

委員 なし。

二見教育長 ないようですので、会次第「５ その他」、「善行児童生徒表彰に

ついて」、事務局から説明をお願いします。

本村企画総務課長 資料は、お手元にお配りしております緑の冊子と、右上に資料

善行児童生徒表彰と記載しております２つでございます。まず、「善

行児童生徒表彰」でご説明いたします。１ページに要項を掲載して

おりますけれども、第２条にその表彰の基準を規定しております。

こちらに該当した、他の模範となる小中学生を表彰するものでござ

います。めくっていただきまして、２ページには被表彰者数を掲載

しております。１番下の段にありますように本年度は個人が１１４

人、団体が４団体の６２人、合計で１７６人の表彰を行います。各

学校の内訳については、３ページにありますとおり市立の小中学校

７３校以外にも、宮崎大学附属小・中学校、宮崎西高附属中学校、

宮崎第一中学校、宮崎学園中学校からも推薦はいただいておりま

す。４、５ページでございます。先ほどの表彰基準のごとの推薦内

訳を載せております。①保護者等を助けるなど、よい行いをした者

が１５件、②環境美化活動やボランティア活動等に積極的に参加す

るなど社会奉仕に努めたものが７３件、③生徒会活動やクラブ活

動、学校行事等を通じて後輩の指導や思いやり等望ましい人間関係

の確立に努めたものが８６件、④その他善行児童生徒として表彰に

値することが認められる功績または行為のあったものが１０件で

ございました。表彰式は、すでに各学校で始まっておりまして１月

１８日から３月１６日にかけまして、全校集会等の際に表彰を行っ

ていただくことになっています。被表彰者に対しましては、教育委

員会から表彰状と図書カード、記念写真をお送りしております。ま

た、この資料の最後の６ページにございますとおり、長年に亘りこ

の表彰に一般財団法人椎屋恵進会様から記念品として、銅製の盾と

電子辞書が全員に贈呈されることになっております。表彰者を個別

にまとめたものが、この緑の冊子でございます。参考に見ていただ

ければと思います。説明は以上でございます。

二見教育長 ただいまの説明に対して、ご質問はございませんか。他にないよ

うでしたら、会次第「６ ３月委員会について」、事務局から説明

をお願いします。

本村企画総務課長 ３月の委員会は、臨時会として、平成３０年３月３日（土）、９

時から１０時まで教育委員会室において、お願いしたいと考えてお

ります。また、定例会として、平成３０年３月２２日（木）、１３
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時４０分から１５時まで教育委員会室において、お願いしたいと考

えております。

二見教育長 ただ今説明のありました日時で、委員会を開催いたしますので、

よろしくお願いいたします。

委員 はい。

二見教育長 続きまして、「７ 行事予定」について、事務局から説明をお願

いします。

本村企画総務課長 （ 説 明 ）

二見教育長 以上をもちまして、第２回定例会を終了させていただきます。


